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1.オープンサイエンス
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オープンサイエンスとは何か？

• 「基本的にはデジタル時代に鑑み，これまで以上に
オープンで，多様な可能性をもって行うことができるよ
うになった研究活動の諸側面を総称」／「極めて曖
昧で何を指しているのか漠然として」いる
―国立情報学研究所オープンサイエンス基盤研究センター「オープンサイエンス概要」 https://rcos.nii.ac.jp/openscience/

• 「研究データのオープン化の理念と，従来の論文の
オープンアクセス化の理念を包含する（中略）概念」
／「定義はまだ明確には定まって」いない
―東京大学附属図書館「オープンアクセスハンドブック（第2版） 」 http://hdl.handle.net/2261/72694
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FAIR原則

• データの適切な公開方法を示す原則の1つ。
① To be FINDABLE（見つけられる）

② To be ACCESSIBLE（アクセスできる）

③ To be INTEROPERABLE（相互利用できる）

④ To be RE-USABLE（再利用できる）
https://www.force11.org/group/fairgroup/fairprinciples

• オープン化の焦点は，研究成果である発表論文の
オープンから，その前段階である研究データに移ってき
ている。
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研究データ公開の意義①：

研究公正

•研究データの公開が求められる大きな理由の1つは，
研究の公正さを保つこと。研究データを公開することで，
研究成果を検証し，研究を再現可能とする。

•既に，研究費の助成の条件として研究データの適切
な公開を掲げている機関も出てきている。
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研究データ公開の意義②：

研究データのライフサイクル
生成

加工

分析

保存

公開

再利用

・The UK Data Service, Research data lifecycle http://www.data-archive.ac.uk/create-manage/life-cycle
・Mariette van Seim, RDM Support - basic training course for information specialists http://dx.doi.org/10.6084/m9.figshare.1285313
を元に加工
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市民科学（シチズンサイエンス）

•情報源・資金源のオープン化により，市民が学術研
究に関わる機会が拡大。
➢オープンアクセス

➢オープンデータ

➢クラウドファンディング

•担い手が増える／研究の裾野が広がる

•非専門家が参加しやすいように整備することで，専門
家も研究がしやすくなる。
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市民科学の事例

Zooniverse（アメリカ）みんなで翻刻（日本）
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教育活動のオープン化

• MOOCsやOpen Educational Resourcesの発展

• オープンアクセスデジタル教科書

Coursera（アメリカ）
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図書館に期待されていること①

•研究データの適切な管理
➢実際にデータ管理の依頼が来ている事例も既にあり。時に
は数百GB～数TBのデータ管理を頼まれることも

•研究データの適切な公開・流通促進
➢流通促進には「機械に読んでもらう」ことが重要。適切なメ
タデータ付与・キュレーションが不可欠

➢教員の中には，自分が使わなかった／使えなかったデータ
を公開し，そのデータを使って研究してもらうことで新たな研
究成果が生まれることを期待している人も
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図書館に期待されていること②

• オープンな研究の環境整備
➢情報インフラの構築や維持にはある程度のノウハウがあり，
重要な役割を果たすことが見込める
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JPCOARの活動①

コンテンツの流通促進 広報誌の発行
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JPCOARの活動②

研修会の開催 トレーニングツールの開発
JPCOAR研究データタスクフォース 教材「研究データ管理サービスの設計と実践」

http://id.nii.ac.jp/1458/00000107/

JPCOARウェブサイト：https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/ 13



2.次期JAIRO Cloud
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次期JAIRO Cloudへのリプレイス

• JAIRO Cloudは550以上の機関にリポジトリ環境の
提供を行っているクラウドサービス。2020年10月，
次期システムへの移行を予定している。
※次期システムへは自動移行

•研究成果の「共有」から「活用」を目指す。

• 2019年9月～12月にJPCOARコンテンツ流通促進
作業部会を中心として移行実証実験を行い，新環
境・機能の検証やブラッシュアップをした。
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次期JAIRO Cloudの特徴①

操作性の向上

ウィジェットによる画面デザイン機能ワークフローによるアイテム登録機能
（画面はアイテム登録の様子ではなく，ワークフロー設定の様子）

図はともに前田（2019）「新JAIROCloud（WEKO3）への移行実証実験報告」
http://id.nii.ac.jp/1458/00000179/より
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次期JAIRO Cloudの特徴②

多様なコンテンツへの対応

•柔軟なメタデータ表現を確保

•大容量のアップロード・ダウンロード機能

• JPCOARスキーマへの対応
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次期JAIRO Cloud説明会

•日時：2020年3月6日（金）13:00～16:30

•会場：国立情報学研究所12F

•参加費：無料

•動画配信＆公開：あり（予定）
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/?page_id=49#_href_422
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